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性をマークする記号であると論じた［浜本 1989］。それは、ちょうど表情がそれを構成す
る個々の筋肉のレベルではみて取られず、それら個々の筋肉が作る動きとパターンとし
て、それらのうちにみて取られるように、こうした観念は、出来事の経緯の要素としてで
はなく、それらの経緯のパターンの中にみて取られるものが、同時に外在する「物」であ
るかのように考えられたもの、つまり論理階型の異なるレベルの癒着がもたらす物象化の
一形態なのだと1。現実の中に人は、不思議な符合や驚くべき経緯、事の成り行きの異様
さをみて取るのだが、そうした現実の成り行きが見せる表情は、こうした特殊な「災因論
的」観念によってはじめて支えられている。その観念・物語筋書きにいざなわれて、人々
は現実の中の怪しい符合や不思議な経緯に目を向けるのだが、逆にそうした不思議な符合
や経緯に気づかざるを得ないことが、そうした物語の正しさの裏づけとなる。つまりそれ
は現実にみて取られる異様な相貌を支える「空虚な」中心・焦点として働き、かくして、
この種の災因論的物語は、反照規定的な自己循環の構造をもってしまうという議論であ
る。
　この観点を捨てたわけではないし、妖術の物語について議論した章では部分的に援用し
ているのだが、今回のドゥルマの妖術をめぐる実践と語りについての民族誌の中心には、
たしかにすえていない。それはドゥルマの妖術の中心概念であるムハッソの顕著な物質性
が、空虚な中心（それでも「空虚」であることは確かなのだが）というには存在感があり
すぎるため、それを乗り越えて議論するのが難しそうに見えたことと、私自身がドゥルマ
の人々の妖術による物語にあまりにも馴染みすぎていて、そうした語りの異様さをかつて
ほど異様とは感じられなくなっていたことも影響している。背景に退いてしまったという
以上に、ほとんど見えなくなっていたのかもしれない。
　近藤氏のこのとてつもない書評は、私が半ば置き去りにしてきたこの問題系に、思いが
けない角度から新たな光を当てるものであった。それも、はるかに理論的にすっきりと整
理された形で。というわけで、近藤氏の書評にはおおいに感謝せざるをえない。書評を受
けてこれほどありがたく思ったのも、実に久しぶりのことである。
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